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今野敬太さん（21）

灘竜顔組
頭

、F　●．†1、

いまの・けいた1993年1月、鹿嶋市生ま
れ。県立太田一高卒。現在、茨城大4年生で、

人文学部社会科学科の労働経済論ゼミ代表。卒

業後の進路は、大手運送会社の事務職が内定し
ている。常陸太田市在住。

経
済
的
な
理
由
で
塾
に
通
え

な
い
小
中
学
生
を
支
援
し
よ
う

と
、
所
属
す
る
茨
城
大
人
文
学

部
の
ゼ
ミ
の
学
生
た
ち
で
今

夏
、
無
料
で
勉
強
を
教
え
る

「
学
び
と
交
流
の
秘
密
基
地
」

を
、
水
戸
市
内
の
双
葉
台
団
地

で
開
設
し
た
。

「
親
か
ら
子
ど
も
へ
の
貧
困

の
連
鎖
を
断
つ
の
に
何
か
で
き

な
い
か
。
調
査
を
す
る
よ
り

も
、
ま
ず
行
動
し
よ
う
、
と
み

ん
な
で
考
え
た
」

ゼ
ミ
で
は
、
若
者
の
雇
用
問

題
な
ど
を
学
ん
で
き
た
。
今
年

三
月
、
N
P
O
と
大
学
が
参
加

す
る
会
議
で
、
ひ
と
り
親
世
帯

や
低
所
得
世
帯
が
増
え
て
い
る

実
情
を
知
っ
た
こ
と
が
、
き
っ

か
け
に
な
っ
た
。

県
内
出
身
の
学
生
仲
間
の
話

に
も
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

こ
の
学
生
の
出
身
中
学
で
は
、

教
師
は
親
を
交
え
た
三
者
面
接

で
「
ど
の
高
校
に
行
き
、
ど
ん

な
職
に
就
く
の
か
」
と
、
大
学

に
進
学
し
な
い
前
提
で
進
路
希

望
を
聞
い
て
い
た
と
い
う
。

「
本
来
、
大
学
は
身
近
に
感

じ
て
も
ら
う
べ
き
存
在
の
は

ず
。
経
済
的
、
地
域
的
な
理
由

で
可
能
性
を
狭
め
た
ら
残
念
。

環
境
の
影
響
は
大
き
い
。
身
近

で
大
学
生
と
接
す
る
機
会
が
な

い
と
、
大
学
進
学
を
遠
く
感
じ

る
の
で
は
」
と
考
え
た
。

無
料
の
勉
強
会
は
夏
休
み
を

利
用
し
八
月
下
旬
に
開
い
た
。

水
戸
市
も
小
中
学
校
で
参
加
の

呼
び
掛
け
に
協
力
し
、
不
動
産

大
学
進
学
身
近
に
感
じ
て

■
「
子
ど
も
た
ち
が
、
い
つ
か
教
え
る
側
に
な
り
続
い
て
く
れ
た
ら
」

会
社
が
団
地
近
く
の
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
を
提
供

し
て
く
れ
た
。

十
回
の
勉
強
会
に
は
、
延
べ

約
百
四
十
人
の
小
中
学
生
が
集

ま
り
、
ゼ
ミ
の
学
生
二
十
三
人

全
員
が
手
分
け
し
て
夏
休
み
の

宿
題
や
受
験
科
目
、
苦
手
教
科

な
ど
を
個
別
に
指
導
し
た
。

「
保
護
者
か
ら
要
望
が
あ
っ

た
し
、
子
ど
も
か
ら
も
『
も
う

終
わ
っ
ち
ゃ
う
の
』
と
言
わ
れ

た
。
必
要
と
し
て
い
る
人
が
い

る
の
は
、
や
っ
て
み
て
よ
く
分

か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

期
末
試
験
や
高
校
受
験
直
前

の
来
年
二
月
ご
ろ
、
再
び
勉
強

会
を
開
く
つ
も
り
だ
。
保
護
者

に
奨
学
金
制
度
も
紹
介
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
と
い
う
。

自
身
は
来
春
で
卒
業
す
る
た

め
、
来
年
度
以
降
は
後
輩
に
引

き
継
ぐ
。
「
こ
こ
で
勉
強
し
た

子
ど
も
た
ち
が
、
い
つ
か
教
え

る
側
に
な
り
、
続
い
て
く
れ
た

ら
理
想
的
。
誰
か
が
茨
城
大
に

入
っ
て
く
れ
た
ら
、
本
当
に
う

れ
し
い
」

（
宮
本
隆
康
）


